
イスラエルの⼈たち、これから話すことを聞いてください。ナザレの⼈イエスこそ、
神から遣わされた⽅です。神は、イエスを通してあなたがたの間で⾏われた奇跡と、
不思議な業と、しるしとによって、そのことをあなたがたに証明なさいました。
あなたがた⾃⾝が既に知っているとおりです。 （使徒⾔⾏録 ２章２２節）

６月１１日（日） ショートメッセージ

聖 書 使徒言行録 ２章２２節～２８節 （新約 ２１５頁）

メッセージ 「ナザレの人イエスこそ」

（１）ペトロの説教の続きです。ここでペ

トロは聴衆の中のユダヤ人たちに向けて

「イスラエルの人たち」、「これから話す

ことを聴いて下さい」と語り始めました。

このあとペトロは何度も「あなたがたは」

と繰り返しますが、この「あなたがたは」

は、聴衆の中のユダヤ人たちの事です。

（２）ペトロはまず、ナザレの人イエスこ

そ神から示された方、神から遣わされた方

ですと断言します。イエス様は地上におい

て同胞のユダヤ人たちの前で数々の奇跡や

不思議な業、神のしるしを行い、それを証

明された。ペトロは「あなたがた自身がす

でに知っているとおりです」と指摘し、ユ

ダヤ人たちを告発します。

そしてペトロは、神がお定めになった計

画により、神はあらかじめ御存知の上で、

イエス様をあなたがたに引き渡した。しか

し、あなたがたユダヤ人はイエス様を、よ

りによってローマ人の手を借りて、律法を

知らない不法の者たちとして一線を引いて

きたあのローマ人たちの手を借りて、十字

架にはりつけて殺してしまったのですと告

発します。

しかし神は、イエス様を復活させた。そ

れは，神がイエス様を死の苦しみから解放

した出来事であり、神はイエス様を死の苦

しみに支配されたままにはなさらなかっ

た、そもそもそんなことはあり得ないこと

だと語ります。イエス様がユダヤ人たちの

手に引き渡されたことも、そして十字架上

でいのちを奪われたことも、イエス様が復

活されたことも、すべて神の御手のうちに

ある出来事であった。このことを通して、

神は御自らこの世界にご自身の御業を示さ

れた。ペトロはその場にいたユダヤ人たち

に語りかけます。

そしてペトロは、ダビデの詩として伝え

られてきた詩編１６編８節～１１節をイエ

ス様について語られた詩として引用しま

す。著者のルカはギリシャ語訳の聖書から

この箇所を書き写します。イエス様はいつ

も神と共にあった。イエス様はそれを喜び、

神をたたえていた。だから神はイエス様を

死の苦しみの中に置き続けることも、朽ち

果てるままにもしておかれない。ペテロは

この詩編の言葉を引用することによって、

イエス様の復活は、ダビデの時代からユダ

ヤ人の間で伝えられ続けて来たことである

と伝えたのです。

（３）イエス様はガリラヤのナザレの出身

です。都エルサレムの人々からすると地方

出身の田舎者です。しかし、そのナザレの

人イエス様こそ神によって世に示され、遣

わされた者である。

そしてこのイエス様によって、あなたが

たの罪と過ちが露わにされたが、このこと

もまた、人知を超えた神のご計画の一部で

あり、神のみ手のうちにある出来事である。

ペトロの指摘は「あなたがた」と呼ばれた

ユダヤ人たちの心を強く揺さぶったことで

しょう。 （多田玲一牧師）


